
 

ふ り が な 

氏   名 

やました ひでみ 

山下 英美 職   名 講師 

取 得 学 位 修士（人間文化） 学会での受賞歴 日本認知症ケア学会石﨑賞受賞（平成 30年 6月） 

主な担当科目 基礎作業療法学、基礎ゼミナール、地域作業療法学、地域作業療法学演習 

所 属 学 会 日本作業療法士協会、愛知県作業療法士会、日本認知症予防学会、日本認知症ケア学会 

日本教育心理学会、日本作業療法教育研究会、日本作業行動研究会、東海公衆衛生学会 

 

◆ 教育業績 

事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

1．教育方法の実践例 

アクティブラーニングを重視した授業展開 

 

 

 

 

地域連携事業と法人内施設を活かした授業展開 

 

 

 

 

 

遠隔授業における ICTを活用した双方向の授業展開 

 

 

 

 

 

 

準構造化・アセスメントテストにもとづいた個人面談によ

る教育指導 

 

 

 

 

新入生を対象とした、大学における学習の仕方を習得

するための課外学習会の実施 

 

 

地域住民参加型のOSCEの実施 

 

 

 

 

 

平成 30年 

４月～令和

3年3月 

 

 

平成 30年

4月～令和

2年10月 

 

 

 

令和 2年 

4月～令和

2年8月 

 

 

 

 

令和 4 年 4

月～現在に

至る 

 

 

 

令和 4 年 5

月 

 

 

令和 5 年 2

月 

 

 

作業療法学概論、基礎作業学、老年期作業療法学、地域

作業療法学、地域作業療法学実習において、体験学習

やグループワーク等を用いて、学生が主体的に学ぶよう

授業を工夫した。（愛知医療学院短期大学） 

 

地域作業療法学実習において、自治体との官学連携事

業の一つである高齢者大学の受講生との交流を通して、

健康増進に興味のある高齢者の心身機能を知り、後に法

人内のデイケアセンターでのレクリエーション実習へつな

げるよう工夫した。（愛知医療学院短期大学） 

 

作業療法概論、地域作業療法学の遠隔授業実施におい

て、動画教材を作成しオンラインで配信するとともに、講

義時間中と講義後にGoogle form を利用した小テストを実

施し、学生の理解度を把握するとともに質問への返答を

行い、学生の声を把握できるよう工夫した。（愛知医療学

院短期大学） 

 

事前に設定した複数の質問項目に沿うことや、全国的な

アセスメントテストを学科教育方針に応用するなど準構造

化された面談を実施し、学生個別の課題の抽出により、学

習面および生活面の改善を共有し成長につなげる取り組

みを実践した。 

 

新入生に対して「勉強のコツをつかもう！」と題して、自己

調整学習や学習方略について具体例を示しながら教授

し、大学での学習をスムーズに始められるよう支援した。 

 

見学実習の実習前課題である客観的臨床能力試験

（OSCE）にて、臨床の実際により近い環境を設定すること

で、学生個々の課題の気づきと円滑な実習体験に繋がる

よう、地域居住の高齢者に対象者役を依頼して実践した。 

 

2.作成した教科書、教材 

オンデマンド学習教材の作成 

 

 

令和4年4

月～令和5

年3月 

 

解剖学Ⅰ・Ⅱ、生理学Ⅰ・Ⅱの講義動画を視聴ができる

オンデマンド型の学習教材を作成した。これにより、反復

学習ができる環境を設定し、学生の理解を深めた。 



◆ 研究業績  

区  分 
著書・論文・発表テーマ・ 

作品・演目などの名称 

単 

・ 

共 

発 行・ 

発 表 

年月(日) 

発行所 ／ 誌名・巻号 

／ 学会・展覧会・演奏 

会の名称（会場名） 

備       考 

論文 小集団「いきいきリハビリ」の有効性

の検証 

 

共 平成 30 年   

4月 

作業療法 Vol.37，No.2 水野純平、齊藤千晶、山下英

美、西浦裕子、小長谷陽子  

p.161～167 

 

軽度認知障害（MCI）の可能性のあ

る人の時計描画の特徴－B市にお

ける「脳とからだの体力測定会」の

2年間の結果から－ 

 

共 

 

 

 

平成 30 年   

8月 

日本認知症予防学会誌 

Vol.18,No.1 

山下英美、齊藤千晶、水野純

平、加藤真弓、鳥居昭久、小長

谷陽子  p.14～20 

地域作業療法学実習における、高

齢者理解―デイケアでの実習と高

齢者大学受講生とのふれあい体験

を通して― 

 

共 平成 31 年   

3月 

リハビリテーション教育

研究  Vol.25 

山下英美、加藤真夕美、横山

剛、草川裕也、清水一輝、加藤

真弓  p.212-213 

地域の介護予防に資する取組みと

しての"清須市民げんき大学"の有

用性と課題 

 

共 平成 31年 

3月 

愛知医療学院短期大学 

紀要 Vol.10 

加藤真弓、山下英美、臼井晴

信、幸村美佐緒、鳥居昭久、舟

橋啓臣  p78-84 

タブレット版「いきいきリハビリ」の

実施による認知症高齢者の心理面

への影響 

 

共 令和 2年  

10月 

日本認知症ケア学会誌 

Vol,19-3 

黒野隼、齊藤千晶、水野純平、

山 下 英 美 、 小 長 谷 陽 子  

p.573-581 

清須市の地域住民通いの場にお

ける認知症対応力―通いの場に

おける役割と介護経験の有無に着

目して― 

 

共 令和 3 年  

3月 

愛知医療学院短期大学 

紀要 Vol.12 

山下英美、舟橋啓臣、加藤真

弓、木村菜穂子、齊藤誠、加藤

真夕美  ｐ18-24 

清須市民げんき大学が高齢者の

身体機能と食品摂取多様性スコア

に及ぼす影響 

 

共 令和 3 年  

3月 

愛知医療学院短期大学 

紀要 Vol.12 

加藤真弓、臼井晴信、山下英

美、加藤真夕美、濱田光佑、鳥

居昭久  p52-60 

学会発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時計描画テストによる認知機能の

縦断的変化の検討―A 市の「脳と

からだの体力測定会」参加者の 1

年後の結果から―（ポスター発表） 

 

共 平成 30 年  

6月16日 

第 19 回 日本認知症ケ

ア学会  

（朱鷺メッセ） 

 

山下英美、齊藤千晶、水野純

平、加藤真弓、鳥居昭久、小長

谷陽子  抄録集 p.205   日

本認知症ケア学会石﨑賞受賞 

地域作業療法学実習における、高

齢者理解―デイケアでの実習と高

齢者大学受講生とのふれあい体験

を通して― （ポスター発表） 

 

共 平成 30 年   

8月24日 

日本リハビリテーション

学校協会 第 31 回教育

研究大会 

（北海道文教大学） 

 

山下英美、加藤真夕美、横山

剛、草川裕也、清水一輝、加藤

真弓  抄録集p.108 

認知機能評価のための食行動尺

度作成の試み―軽度認知障害

（MCI）の可能性のある者の食行動

の特徴― （口頭発表） 

共 平成30年 

9月23日 

 

 

第8回 日本認知症予防

学会 

（日本教育会館） 

 

山下英美、齊藤千晶、黒野隼、

小長谷陽子 抄録集p.198 



区  分 
著書・論文・発表テーマ・ 

作品・演目などの名称 

単 

・ 

共 

発 行・ 

発 表 

年月(日) 

発行所 ／ 誌名・巻号 

／ 学会・展覧会・演奏 

会の名称（会場名） 

備       考 

学会発表 MCIの可能性のある人の手段的日

常生活活動（IADL)の特徴―脳と

からだの体力測定会での時計描画

テストの 4 年間の結果から― （ポ

スター発表） 

 

共 令和元年  

5月25日 

第 20 回 日本認知症ケ

ア学会   

（国立京都国際会館） 

 

山下英美、齊藤千晶、黒野隼、

加藤真弓、鳥居昭久、幸村美佐

緒、小長谷陽子 抄録集p.265 

 

介護・認知症予防の為の介入プロ

グラムの有用性についての検証 

（口頭発表） 

共 令和元年 

6月8日 

第 61 回 日本老年医学

会  

（仙台国際センター） 

川出義浩、間辺利江、馬場隆

幸、植屋節子、田村清美、森圭

子、山下英美、山田和政、島田

裕之、赤津裕康  抄録集p.136 

   

軽度認知障害（MCI）の可能性のあ

る人の食行動の特徴―認知機能

評価の た め の 食行動尺度

（EBS-cog)の作成 （口頭発表） 

 

共 令和元年 

10月18日 

第9回 日本認知症予防

学会学術集会 

（名古屋国際会議場） 

山下英美、齊藤千晶、黒野隼、

小長谷陽子  抄録集p.260  

地域における認知機能低下者の

早期発見とサービス利用に向けた

チェックシートの開発―保健師や

介護支援専門員、リハ職へのアン

ケート結果から― （紙上発表） 

 

共 令和2年 

6月１日～ 

12月31日 

第 21 回 日本認知症ケ

ア学会 

（Web配信） 

 

山下英美、齊藤千晶、黒野隼、

加藤真弓、小長谷陽子  抄録 

集p.277 

 

地域における認知機能低下者の

早期発見とサービス利用に向けた

チェックシートの普及―地域の専

門職を対象としたオンライン研修会

の結果から― （紙上発表） 

 

共 令和3年 

6 月 5 日～

10月5日 

第 22 回 日本認知症ケ

ア学会 

（Web配信） 

 

山下英美、齊藤千晶、小長谷陽

子  抄録 集p.115 

 

認知機能評価のための食行動尺

度（EBS-coｇ）短縮版の作成  軽

度認知障害（ＭＣＩ）が改善した者

の食行動の特徴―経時的変化の

分析から （口頭発表） 

 

共 令和3年 

6月24日 

第 10 回 日本認知症予

防学会学術集会 

（パシフィコ横浜ノース）

LIVE配信 

山下英美、齊藤千晶、小長谷陽

子  抄録 集p.197 

 

認知機能評価のための食行動尺

度（EBS-cog）短縮版の検証―デイ

ケア利用者の結果から―（紙上発

表） 

共 令和4年 

6月18日～ 

9月30日 

 

 

第 23 回日本認知症ケア

学会 

（Web配信） 

山下英美、齊藤千晶、安田さお

り、工藤純平 抄録 集p.115 

 

A 市の健康マージャンサロン参加

者の、認知症に対する知識と態

度、対応力の検討―サロン参加

者・傾聴ボランティアとの比較から

―（口頭発表） 

共 令和4年 

9月23日 

第 11回日本認知症予防

学会学術集会 

（福岡国際会議場） 

LIVE配信 

 

 

山下英美、加藤真弓、齊藤千晶  

抄録集p.225 

 



区  分 
著書・論文・発表テーマ・ 

作品・演目などの名称 

単 

・ 

共 

発 行・ 

発 表 

年月(日) 

発行所 ／ 誌名・巻号 

／ 学会・展覧会・演奏 

会の名称（会場名） 

備       考 

その他 

(報告書) 

 

地域在住高齢者の認知機能スクリ

ーニングのための時計描画テスト

と手段的ＡＤＬの関連に関する研

究―時計描画テストの経時的変化

から― 

共 平成 30 年  

3月 

平成29年度認知症介護

研究・研修大府センター                    

研究報告書 

小長谷陽子、山下英美、齊藤千

晶、水野純平、加藤真弓、鳥居

昭久  p.31-40 

地域在住高齢者の認知機能スクリ

ーニングのための時計描画テスト

と手段的ＡＤＬの関連に関する研

究―MCIの可能性のある人の手段

的 ADLの特徴 能とからだの体力

測定会での時計描画テストの 4 年

間の結果から― 

共 平成 31 年  

3月 

平成30年度認知症介護

研究・研修大府センター                

研究報告書   

小長谷陽子、山下英美、齊藤千

晶、黒野隼、加藤真弓、鳥居昭

久  p.21-34                

認知機能低下者の早期発見とサー

ビス利用に向けたチェックシートの

開発―保健師や介護支援専門員、

リハ職へのアンケート結果から 

 

共 令和2年 

3月 

令和元年度認知症介護

研究・研修大府センター                

研究報告書   

山下英美、齊藤千晶、黒野隼、

加 藤 真 弓 、 小 長 谷 陽 子  

p.27-45 

 

地域在住高齢者の認知機能スクリ

ーニングを目的とした時計描画テ

ストを用いた質問紙の作成・普及に

関する研究―保健師や介護支援

専門員を対象とした研修会の実施

― 

 

共 令和3年 

3月 

令和2年度認知症介護

研究・研修大府センター                

研究報告書 

小長谷陽子、山下英美、齊藤千

晶 p1-24 

認知機能評価のための食行動尺

度(EBS-cog)短縮版の検証―デイ

ケア利用者の結果から― 

 

共 令和4年 

3月 

令和3年度認知症介護

研究・研修大府センター                

研究報告書 

山下英美、齊藤千晶、安田さお

り、工藤純平 ｐ71～80 

 


